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 11月３日（土）、４日（日）にアンベンディング
セイルが行われました。２日間で合計３９名のボラン
ティアにお手伝いを頂きました。 
 ３日は秋雨が冷たい空模様。帆の取り外しの代わり
に、この後行われるマスト・ヤード塗装の準備などを
行いました。 
 ４日は打って変わって、太陽も顔をのぞかせる小春
日和。午前中は前日に濡れた帆を乾かし、午後から一
気に全ての帆を
取り外しました。
慌ただしい作業
となりましたが、
ボランティアの
活躍により、事故
なく終える事が
出来ました。あり
がとうございま
した。 
 

 

 １２月８日（土）、
富山第一ホテルにて
恒例の「ボランティ
アの集い」を開催し
ました。雪の降りし
きる中、県内外から
多数のボランティア
が参加しました。 

昨年に引き続き、海王丸合唱団による船歌の披露や、
抽選会、富山県ふるさとの歌「ふるさとの空」の合唱
などで大いに盛り上がりました。 
また、今年度の精勤賞表彰式も行いました。受賞者

は以下の方々です。引き続き、海王丸のボランティア
活動にご協力をお願いします。 

平成２４年度精勤賞 受賞者名（敬称略） 

【展帆ボランティア】 ４３名 

☆伊東 可志郎 ☆大川 雅永 ☆澤井 久義 

☆谷岸 清士 ☆玉井 文次 ☆土居 正輝 

☆中屋 明 ☆新田 茂男 ☆高澤 昭二 

☆宮越 謙三 ☆湊 信雄 ☆森田 恵子 

☆金森 進 ☆牧野 佳子 ☆牧野 実 

☆水口 勝務 ☆尾崎 孝 ☆原井 節子 

☆武田 信幸 ☆池田 勝巳 ☆津田 賢二 

☆若林 良作 ☆今井 雄治 ☆吉田 勇一 

☆高木 昌彦 ☆白井 孝雄 ☆飯沼 邦子 

☆中松 芳宏 ☆本保 澄雄 ☆和田 耕一 

☆長久 昇 ☆山形 博英 ☆清水 等 

☆畠中 和弘 ☆森 由衣子 ☆小幡 優子 

☆色部 春夫 ☆駒津 宣丈 ☆金子 久雄 

☆清水 康光 ☆田中 義治 ☆安守 潔 

☆塗師 博   

   

【甲板ボランティア】 １名 

★清水 等   

 
 
 12月１６日（日）、海王丸が大規模修繕工事を行
っている新日本海重工業㈱（富山市）にて、ドック工
事見学会が行われました。 
一等航海士による修繕内容の説明の後、普段は目に

することのできない船底や、ヤードが取り外された姿
などを見学しました。いつもとは違った海王丸の様子
に、見学者の皆さんは興味深く見入っていました。 
見学会は２月１７日（日）にも開催され、修繕され

た後の海王丸をお見せする予定です。（※参加応募は
締め切りました） 

舵輪は(公財)伏木富山港・海王丸財団の機関誌です 
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平平成成２２４４年年をを振振りり返返っってて  

新新湊湊大大橋橋開開通通  

海海王王丸丸  １１５５年年ぶぶりりのの大大規規模模修修繕繕  

修繕前の様子 

総総  帆帆  展展  帆帆  

新新規規ボボラランンテティィアア  

回回  航航・・入入  渠渠   

海海  洋洋  教教  室室   

 
 
「海王丸を１００歳まで美しく保存する」を目標に、

１５年ぶりの大規模修繕工事が行われております。こ
こでは、これまで行われた工事を紹介します。 
 

 
 11月２７日朝、大勢の方々に見送られながら、「８

２歳」を数えた海王丸は造船所へ向けて出発しました。

造船所へ向けて移動する事を「回航」（かいこう）と言

います。海王丸に搭載しているエンジンはもう動かない

ため、タグボート
３隻に曳かれ、新

日本海重工業㈱

まで約１１マイ

ルの航程を進み

ました。 

 お昼過ぎ、新日

本海重工業㈱に

到着した海王丸
は、船渠へ入れら

れました（入渠）。

船渠はプールの

ようになってお
り、入口のゲート

を閉めて排水す
ると、右の写真の

ようになります。
写真では、船底に

多くの汚れが付

いているのが分

かります。 
 

 
 

 海王丸パークでは美しい姿を見せていた海王丸です

が、至る所に修理が必要な箇所が見つかりました。 
①船底部分の穴 

貝殻や古いペンキをはがしてみると、穴が発見されまし
た。穴の上から新しい鉄板を貼り付けて修理をします。 

   

②ロイヤルヤード 

 海王丸のロイヤル
ヤード（一番上のヤー

ド）は、マストと接す

る部分が木でできて
います。腐食が進んで

いたため、新しいケヤ

キで作り替えました。 

 工事の様子は、海王

丸パークのfacebookページでも見ることが出来ます。 

 

 

 

  今年度は、計6回の展帆を行う事ができました。８
月には海王丸Ⅱ世との同時展帆を行い、２隻の海王丸が

揃って帆を広げた姿は、海王丸パークを訪れた方々に感

動を与えました。 

 

 

 今年度は、２５団体、約１３５０人の参加がありま
した。実施後のアンケートの中では、「海や船に興味
を持った」「また海王丸に来たい」とあり、海、船を
通して、多くのことを感じたようです。また、「将来、
海王丸で帆を広げてみたい」という感想もありました。 
 

 
 
 今年度は、２２名の方が新たにボランティアの仲間
に加わりました。皆さん、海王丸に情熱を注がれる
方々ばかりです。これからの海王丸を、一緒に盛り上
げていきましょう！ 
 

 

９月２３日、待ちに待った新湊大橋の開通を迎えま

した。富山県の新たなシンボルを一目見ようと、連日

多くの方々が来られます。１２月からはライトアップ

も始まり、富山の夜空を美しく彩っています。 

また、3月１５日（予定）には海王丸のイルミネー

ションも加わります。「海王丸・新湊大橋・雪の立山

連峰」の３つを一度に見られるのは海王丸パークだけ

です。是非、足を運んでみて下さい。 

穴、発見！ 

黒ずんでいます 



「「帆帆船船海海王王丸丸展展  鼓鼓動動」」  

ベベンンデディィンンググセセイイルル  

ボランティア意見交換会 

エエココキキャャッッププ運運動動  

餅餅つつきき大大会会  

今今後後のの行行事事予予定定   
 

 

海王丸では、社会貢献として皆さまから不要となっ

たペットボトルのキャップを頂き、NPO 法人を通じ

て、その売却益でポリオワクチンを必要とされる地域

へ送る「エコキャップ運動」を推進しています。平成

24 年も、海洋教室に参加した小学生や、ボランティ

アから多くの協力がありました。１年間で頂いたエ

コキャップは３２４,１００個、約８００kg でした。

これをポリオワクチンに換算すると、４００人分の

ワクチンを送ることができました。 

今年も、ご協力を宜しくお願いいたします。 

 

 

1 月１９日（土）、海王丸ボランティアの活動活性

化を図るため、各マストの代表者と意見交換会を実施

しました。特に多くの意見が寄せられたのは、 

・展帆参加者数の増加 

・ボランティア同士のコミュニケーション活性化 

・新規ボランティアの増加 

・展帆技術の指導方法 

などです。 

 代表者は、「富山県の宝・海王丸をより多くの人に

知ってもらいたい」「海王丸ボランティアであること

を誇りに感じている」という熱意を持たれた方々です。

もちろん、財団としてもその熱意にできるだけ応え、

海王丸が県民・国民に永く愛される存在にすることが

使命と感じています。 

今後、意見交換会で出された意見をまとめ、財団と

手を取り合い、ボランティアの活動活性化を進めてい

きます。 

 

 現在、海王丸パーク内・日本海交流センターでは、

「帆船海王丸展 鼓動」が開催されています。海王丸

の歴史を紹介するパネルの展示や、世界中の海を渡っ

た海王丸の航跡図、実際に使われていたセイルなどの

貴重な品々が多数展示されています。また、ヤシの実

で甲板を磨く体験コーナーもあります。 

“主”のいない海王丸パークですが、「帆船海王丸展 

鼓動」で、海王丸の航跡に思いを馳せてみませんか？ 

 期 日：平成 25 年２月２８日まで 

 時 間：午前９時～午後４時 入場無料 

 休館日：毎週月曜日 

 

 

2月下旬 海王丸回航（海王丸パークへ） 

２月下旬 
～３月１９日 

船体整備作業 
公開準備作業 

３月１５日 
海王丸イルミネーション再開 
（毎週金・土・日曜日、祝日実施） 

３月２０日 
一般公開再開（ミニ展帆・満船飾） 
餅つき大会（９時～） 

４月１３・１４日 ベンディングセイル・再訓練 

４月２１日 
総帆展帆① 
（いよいよスタート！） 

※海王丸回航の詳しい日程は、決定次第、海王丸パー
クウェブサイトで発表するとともに、当財団にメール
登録されている方へはメールでもお知らせします。 
 
 
毎年恒例の餅つき大会！今年度は、１２月に海王丸

が不在としていたため、海王丸の一般公開再開と、大
規模修繕工事終了のお祝いとして、３月２０日（水・
祝）に実施します。当日は、海王丸もミニ展帆と満船
飾で華を添えます。 
当日は９時から行います。ボランティアの皆さんの

参加、お待ちしております。「振る舞い鍋」もありま
すよ！ 
※ミニ展帆・満船飾は、気象状況等により中止となる
場合があります。 
【昨年の様子】 

 
 
 今年のベンディングセイル（帆の取り付け作業）
は、４月に実施します（詳細は以下の通り）。今回
は、例年実施されている宿泊研修も同時に行います
ので、是非ご協力ください。出欠については、同封
の返信ハガキにてお知らせください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ベンディングセイル・宿泊研修】 
 
実施日時：平成２５年４月１３日、１４日（土、日） 
     ８時３０分～１６時３０分 
 
・着替え場所は船内となります。 
 両日とも、８時３０分より海王丸第一教室にてミ
ーティングを行います。 

※宿泊研修も兼ねますので、宿泊の有無も併せて同
封の返信ハガキにてお知らせください。 

※宿泊される方は、夕食・朝食代、寝具クリーニン
グ代などとして、お一人１，５００円を当日集め
させていただきます。 

 



総総帆帆展展帆帆①①  

公益財団法人 伏木富山港・海王丸財団 

〒９３４―００２３ 富山県射水市海王町８番地 
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メメーールルアアドドレレスス登登録録ののおお願願いい  

ああととががきき  

特特別別企企画画「「密密着着！！海海事事課課のの整整備備作作業業」」  

セセイイルルのの作作成成  

ブブロロッックク（（滑滑車車））のの整整備備  

 
 

平成２５年度の総帆展帆第1回目（通算１９９回
目）は、４月２１日（日）を予定しています。 
新湊大橋の開通、海王丸大規模修繕工事の実施な

ど、今注目を浴びている海王丸を更に盛り上げてい
きましょう！ 
総帆展帆は、皆さんの協力無しでは実施できない

作業です。是非、奮ってご参加ください。 
参加の有無を、同封の返信ハガキにてお知らせく

ださい。 
 

※総帆展帆は、気象状
況等により中止と
なる場合がありま
す。 

※予定は変更となる
ことがあります。 
 
 
 
 海王丸財団では、ボランティアの皆さまに、Eメー
ルアドレスの登録をお願いしています。 
 情報を速やかにお伝えできるEメールの特徴を活
かし、総帆展帆の有無や、各種イベントのお知らせに
利用させていただきます。 
 ご希望される方は、お名前を明記の上、 
 by-the-wind@kaiwomaru.jp（海王丸財団海事課） 

までご連絡をお願いいたします。折り返し、確認のご
連絡をさせて頂きます。 
 
 ※ご登録頂いたEメールアドレスは、海王丸ボラン
ティアに関する情報提供のみに使用させていただき
ます。 
 ※登録をご希望される方は「by-the-wind@kaiwo

maru.jp」からのEメールを受信できるように設定の
変更をお願いいたします。 
 ※Eメールアドレスを変更された方は、上のEメー
ルアドレスへご連絡をお願いします。 

 「舵輪」では、ボランティア同士の交流の場として、
「ボランティア掲示板」を掲載します。 
 ・日ごろ感じていること 
・海王丸への熱い思い 
・季節の写真 
・趣味の合うメンバーを集めたい・・・ 
など、内容は何でも結構です。 

 また、「舵輪」で取り上げてほしい内容も募集して
います。希望する方は、お気軽に海王丸財団へご連絡
ください。 
 
 
ご存じの通り、海王丸は大規模修繕工事を行ってい

ますが、海事課職員も来る春に向けて、海王丸の整備
に日々当たっています。そこで今回は、海事課の整備
作業に密着し、その内容を紹介します！ 
 
 
 海王丸には２９枚の帆が取り付けられますが、その
全てが手作業で作られています。２９枚作るには、約
７年（！）かかります。 
現役の帆船として活躍していた頃は、実習生も一緒

に作成していました。
先輩の作った帆で遠く
外国まで航海し、自分
たちが作った帆で後輩
が ま た 大 海 原 を 渡
る・・・何だか壮大な
作業ですね。 
写真は、この道４０

年以上の職員。熟練の
技が光ります。 

 
 
 アンベンディングセイル（セイルの取り外し）を終
えると、セイルと一緒に、ロープが通っていたブロッ
クも甲板上へ下りてきます。セイルが取り付けられる
までの間に、全てのブロックを整備します。 
写真は、ブロックの
ペンキを剥がして
いるところです。細
かいところまで磨
き上げ、きれいにペ
ンキを塗り、春から
活躍できるように
します。 
 
 ちょっと玄人好みの内容になってしまったかもし
れませんね・・・少しでも興味を持たれた方は、是非
甲板ボランティアとしてお越し下さい！簡単な作業
から参加できます。運が良ければ、船乗りのいろいろ
な話が聞けるかも？ 
 
 
今年も宜しくお願いいたします。私自身、初めての

雪国での冬。寒さは故郷・宮城で慣れてはいるものの、
雪の多さに驚いています。ドックへの車通勤は、毎日
「エンジンブレーキ」の練習です。ドックでの大規模
修繕も終盤に差し掛かり、この雪が落ち着きを見せる
ころには、パワーアップした海王丸をお披露目する事
ができそうです。 
 今年は総帆展帆が通算２００回目を迎える節目の
年でもあります。春になったら、アクセル全開で海王
丸を盛り上げていきます！寒い日が続きますが、どう
かお元気でお過ごし下さい。（す）

ボボラランンテティィアア掲掲示示板板   



 


